
爪
木
崎
水
仙
ま
つ
り
開
幕

12
月
20
日
「
第
56
回
下
田
水
仙
ま
つ
り
」

が
開
幕
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
穏
や
か
な

初
日
と
な
り
、
多
く
の
市
民
や
観
光
客
が

訪
れ
水
仙
を
楽
し
み
な
が
ら
散
策
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
観
光

協
会
沢
地
会
長
、
松
木
市
長
、
森
県
議
が

挨
拶
し
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
開
幕
を
告
げ
た
。

会
場
で
は
キ
ン
メ
鯛
の
に
ぎ
り
寿
司
、

郷
土
料
理
の
い
け
ん
だ
煮
み
そ
が
振
る
舞

わ
れ
多
く
の
来
場
者
で
人
気
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
期
間
中
は
下
田
太
鼓
の
実
演
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

水
仙
ま
つ
り
期
間
は
例
年
通
り
の
年
明
け

１
月
31
日
迄
で
す
。

各
組
要
望
事
項
に
対
す
る
回
答

年
度
初
め
に
各
組
長
に
組
要
望
を
聞
き

区
長
よ
り
市
に
要
望
書
の
提
出
を
し
た
。

市
で
は
各
地
区
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望

書
を
該
当
す
る
各
課
で
慎
重
に
精
査
し
、

必
要
性
や
緊
急
性
の
高
い
個
所
を
優
先
的

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
近
年
は
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
等
に
も
対
応
す
る
な
ど
、

限
ら
れ
た
予
算
で
あ
る
事
由
か
ら
今
年
度

見
送
り
の
回
答
が
多
数
で
し
た
。

次
の
と
お
り

【
産
業
振
興
課
】
西
部
農
道
線
の
樹
木
の

伐
採
は
民
間
所
有
に
て
不
可

【
防
災
安
全
課
】
3
組
防
犯
灯
設
置
は
現

地
確
認
し
優
先
度
は
低
く
見
送
り

【

〃

】
御
台
場
三
叉
路
の
標
識

設
置
は
交
通
量
利
用
者
少
な
く
見
送
り

【
建

設

課
】
御
台
場
線
側
溝
修
繕･

道
路
ミ
ラ
ー･

道
路
標
示･

枝
払
い
見
送
り

【

〃

】
3
組
転
落
防
止
手
摺
り

修
繕
は
見
送
り

【

〃

】
高
浜
黒
崎
線
道
路
修
復

･

側
溝
修
繕･

転
落
防
止
柵
設
置
は
見
送
り

【

〃

】
高
浜
小
白
浜
線
舗
装
修

繕
は
見
送
り

【

〃

】
柿
崎
須
崎
線
グ
レ
ー
チ

ン
グ
修
繕･

ブ
ロ
ッ
ク
塀
修
繕
は
見
送
り

【

〃

】
財
産
区
有
地
の
法
面
崩

落
対
策
は
一
部
実
施
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新
春
を
迎
え
て

区
長
代
理

森
田

学
（
6
組

そ
ば
や
隠
居
）

令
和
四
年
元
旦
、
爪
木
崎
に
は
早
朝
か
ら
、
初
日
の
出
を
観
る
た

め
に
多
く
の
来
訪
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

気
温
は
低
か
っ
た
も
の
の
風
も
な
く
穏
や
か
な
天
候
の
中
、
少
し
雲

に
邪
魔
さ
れ
ま
し
た
が
水
平
線
に
か
か
る
雲
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
光
を

伸
ば
し
、
ま
ば
ゆ
い
光
を
放
ち
な
が
ら
元
旦
の
太
陽
が
利
島
の
左
側

に
現
れ
ま
し
た
。

新
春
を
迎
え
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
光
景
で
し
た
。
初
日
の
出
と
水
仙

ま
つ
り
を
楽
し
み
に
地
元
の
方
々
、
観
光
客
が
爪
木
崎
を
訪
れ
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
）
の
拡
大
を
懸
念

す
る
影
響
か
、
来
訪
者
数
は
昨
年
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

元
日
の
駐
車
場
利
用
状
況
は
、
大
型
バ
ス
3
台
、
普
通
車
７
０
３
台
、

二
輪
車
１
６
台
で
し
た
。
平
成
の
時
代
と
比
較
す
る
と
、
大
型
観
光

バ
ス
に
よ
る
ツ
ア
ー
観
光
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
観
光
客
の
方
々

の
お
財
布
の
紐
も
平
成
の
時
代
の
よ
う
に
緩
く
な
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
昨
年
の
駐
車
料
金
（
普
通
車
１
０
０
０
円
）
は
高
す
ぎ
る
と

の
意
見
が
多
数
あ
っ
た
の
で
、
今
年
は
通
常
料
金
の
５
０
０
円
に
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
高
い
と
い
う
声
が
あ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
与
え
た
影
響
は
随
所
に
で
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
月
14
日
に
市
制
５
０
周
年
記
念
式
典
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
席
上
で
、
御
用
邸
所
在
地
（
下
田
市
、
神
奈
川
県
葉
山
町
、
栃

木
県
那
須
町
）
が
友
好
都
市
協
定
を
締
結
し
、
観
光
、
教
育
、
防
災

な
ど
の
面
で
相
互
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

区
民
の
皆
様
は
御
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
三
井
浜
は
自
然
林
に
囲

ま
れ
た
豊
か
な
自
然
と
海
、
温
暖
な
気
候
の
た
め
、
戦
火
に
よ
り
焼

失
し
た
沼
津
御
用
邸
の
代
わ
り
に
新
御
用
邸
の
適
地
と
選
定
さ
れ
、

１
９
７
１
年
に
須
崎
御
用
邸
が
完
成
し
ま
し
た
。

松
木
正
一
郎
市
長
は
「
皇
室
の
御
静
養
地
と
し
て
の
自
然
と
景
観
を

有
す
る
こ
と
に
誇
り
と
責
任
を
持
ち
、
品
格
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

連
携
し
進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

こ
の
連
携
が
地
元
の
経
済
と
教
育
の
発
展
に
生
き
る
こ
と
を
切
に
願

い
ま
す
。
（
引
用
：
伊
豆
新
聞
12
月
28
日
の
記
事
）

昨
年
12
月
5
日
（
日
）
の
地
域
防
災
訓
練
に
は
多
く
の
方
々
の
参

加
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
実
施

の
た
め
、
避
難
経
路
確
認
を
中
心
に
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
を

通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
ど
こ
の
組
も
高
齢
者
の
方
々
の
参
加
（
高

齢
者
の
一
人
住
ま
い
）
が
多
く
て
若
者
が
少
な
い
こ
と
で
す
。

今
後
、
実
際
に
災
害
や
地
震
が
起
こ
っ
た
時
に
、
安
否
確
認
の
方
法

や
高
齢
者
の
方
々
の
安
全
な
避
難
方
法
、
要
介
護
者
の
支
援
な
ど
を

考
え
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
、
水
仙
祭
会
場
清
掃
に
、
須
崎
老
人
会
、
わ
ら
い
の
輪
、

一
般
区
民
の
方
等
多
く
の
方
々
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
キ
レ
イ
な

状
態
で
水
仙
ま
つ
り
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
に
と
っ
て
良
い
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
賀
新
年

区
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

令
和
四
年

元
旦

十
二
月
の
実
施
行
事

1
日(

水)

古
着
回
収
／
消
防
団
夜
警
開
始

3
日(

金)

回
覧
日
、

4
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

5
日(

日)

地
域
防
災
訓
練

8
日(

水)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

9
日(

木)

わ
ら
い
の
輪

〃

区
協
議
会
定
例
会

10
日(

金)

胃
が
ん
検
診
（
予
約
制
）

15
日(

水)

古
着
回
収

〃

水
仙
ま
つ
り
会
場
一
帯
清
掃

16
日(

木)

市
特
定
健
診(

大
腸
・
肺
が
ん)

18
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

20
日(

月)

爪
木
崎
水
仙
ま
つ
り
オ
ー
プ
ン

い
け
ん
だ
煮
み
そ
サ
ー
ビ
ス

22
日(

水)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

24
日(

金)

浜
崎
小
・
東
中
学
終
業
式

31
日(

金)

年
越
し

一
月
の
予
定
行
事

１
日(

土)

【
元
旦
】

2
日(

日)

船
主
会
船
祈
祷
及
び
船
主
総
会

5
日(

水)

古
着
回
収

6
日(

木)

浜
崎
小
・
東
中
学
始
業
式

7
日(

金)

回
覧
日
、

8
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

9
日(

日)

い
け
ん
だ
煮
み
そ
サ
ー
ビ
ス

10
日(

月)

【
成
人
の
日
】

11
日(

火)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

13
日(

木)

区
協
議
会
定
例
会

14
日(

金)

ど
ん
ど
焼
き
（
子
供
会
）

〃

市
政
50
周
年
記
念
式
典(

文
化
会
館)

16
日(

日)

い
け
ん
だ
煮
み
そ
サ
ー
ビ
ス

19
日(

水)

わ
ら
い
の
輪
／
古
着
回
収

20
日(

木)

自
主
防
災
会
連
絡
会(

文
化
会
館)

22
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

23
日(

日)

い
け
ん
だ
煮
み
そ
サ
ー
ビ
ス

25
日(

火)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

31
日(

月)

爪
木
崎
水
仙
ま
つ
り
最
終
日

二
月
の
予
定
行
事

2
日(

水)

古
着
回
収

4
日(

金)

回
覧
日
、

5
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

〃

わ
ら
い
の
輪

8
日(

火)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

10
日(

木)

初
午
祭
（
両
神
社
）

〃

区
協
議
会
定
例
会

11
日(

金)

【
建
国
記
念
の
日
】

16
日(

水)

古
着
回
収

18
日(

金)

回
覧
日
、

19
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

22
日(

火)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

23
日(

水)

【
天
皇
誕
生
日
】

28
日(

月)

須
崎
区
協
議
会
出
納
閉
鎖

須
崎
で
見
ら
れ
る
野
鳥丑

嶋

久
雄

９
，
メ
ジ
ロ
（
目
白
）

メ
ジ
ロ
は
ツ
バ
キ
や
梅
の
咲
く
早
春
に
は

花
に
群
が
り
、
「
チ
ー
、
チ
ー
」
と
い
う
地

鳴
き
で
鳴
き
交
わ
す
様
子
が
よ
く
観
察
さ
れ

ま
す
。
花
の
蜜
を
好
む
こ
と
か
ら
「
は
な
す

い
」
「
は
な
つ
ゆ
」
な
ど
の
呼
び
名
が
あ
り

ま
す
。
桜
が
開
花
す
る
と
、
ヒ
ヨ
ド
リ
や
雀

と
共
に
花
に
群
が
っ
て
来
ま
す
。

全
長
約
12
㎝
で
、
ス
ズ
メ
よ
り
も
小
さ
く
、

緑
が
か
っ
た
背
と
暗
褐
色
の
羽
を
持
ち
、
雌

雄
同
色
で
す
。
目
の
周
囲
の
白
色
環
が
、
和

名
の
由
来
に
な
っ
て
お
り
、
室
町
時
代
か
ら

メ
ジ
ロ
の
名
で
知
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
日
本
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
な
ど
東
ア
ジ
ア
に
生
息
し
て
い
ま
す
。

メ
ジ
ロ
の
囀
り
は
美
し
く
言
葉
で
表
せ
な

い
ほ
ど
複
雑
で
す
。
愛
好
家
も
多
い
た
め
、

乱
獲
さ
れ
ぬ
よ
う
鳥
獣
保
護
法
に
よ
り
、
現

在
は
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
得
た
場
合
を

除
き
、
メ
ジ
ロ
の
捕
獲
お
よ
び
飼
育
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

私
も
中
学
生
の
時
、
学
校
前
の
文
具
屋
さ

ん
で
一
羽
百
円
程
で
メ
ジ
ロ
を
買
っ
て
帰
り
、

友
達
に
教
わ
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
餌
に
飼
っ

て
み
ま
し
た
が
、
一
週
間
ほ
ど
で
美
し
い
緑

色
が
失
わ
れ
、
み
す
ぼ
ら
し
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
放
し
て
や
り
ま
し
た
。
甘
い
蜜
を
好

み
、
育
雛
期
に
は
虫
な
ど
も
捕
食
す
る
メ
ジ

ロ
に
と
っ
て
必
要
な
栄
養
素
も
摂
れ
ず
衰
弱

し
た
よ
う
で
し
た
。

切
っ
た
ミ
カ
ン
等
の
果
物
を
庭
先
に
吊
し

て
お
く
こ
と
で
メ
ジ
ロ
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
野
鳥
と
は
こ
ん
な
付
き
合
い
方
が
良

い
よ
う
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
睡
眠
時
は
群
れ
全
体
で
か
た

ま
っ
て
枝
に
と
ま
る
習
性

が
あ
る
の
で
、
夕
暮
れ
時

に
な
る
と
か
た
ま
り
の
中

心
に
わ
れ
先
に
割
り
込
も

う
と
す
る
メ
ジ
ロ
の
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
込
み
合
っ
て
い
る

こ
と
や
物
事
が
多
く
あ
る

こ
と
を
「
目
白
押
し
」
と

言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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大
好
き
な
故
郷
に
目
を
向
け
故
郷
に
誇
り
を
持
て
る
子
供
に

浜
崎
小
学
校
校
長

菊
池

正
仁

二
十
四
日
に
二
学
期
の
終
業
式
を
行
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
二
学
期
の
開
始
時
は
行
事
等
の
中
止
や
変
更
を
迫
ら
れ
ま
し
た
が
、

秋
以
降
は
内
容
を
吟
味
し
工
夫
し
な
が
ら
校
外
学
習
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
十
二
月
は
全
校
で
出
し
物
を
楽
し
む
「
こ
ど
も
の
国
」
、

二
か
月
遅
れ
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
泊
二
日
の
六
年
生
の
「
修
学
旅
行
」
、

い
ろ
い
ろ
な
会
社
等
で
活
躍
し
て
い
た
方
々
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た

「
理
科
実
験
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
終
業
式
で
子
供
た
ち
に
話
し

た
「
チ
ェ
ン
ジ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
よ
っ
て
実
現
に
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
願
い
を
叶
え
た
い
と
い
う
職
員
の
思
い
と
保
護
者
や
地
域

の
方
の
ご
支
援
と
後
押
し
が
あ
っ
た
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
休
日
を
利
用
し
て
い
く
つ
か
の
海
岸
を
回
り
、

軽
石
を
拾
っ
て
き
ま
し
た
。
九
十
浜
で
数
十
個
の
軽
石
を
拾
っ
て
学
校

に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
等
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
小
笠
原

諸
島
の
南
、
福
徳
岡
の
場
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

下
田
で
は
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
影
響
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
子
供
た
ち

に
他
地
区
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
他
人
事
と
ば
か
り
考
え
て
ほ
し
く

な
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
水
槽
に
浮
か
べ
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
、
子
供
た
ち
に
軽
石
が
流
れ
着
く
こ

と
を
わ
か
る
よ
う
に
自
由
に
ふ
れ
さ
せ
ま
し

た
（
写
真
右
）
。
あ
わ
せ
て
、
波
打
ち
際
の

写
真
も
掲
示
し
ま
し
た
。
波
の
寄
せ
た
跡
に

沿
っ
て
色
と
り
ど
り
の
粒
が
流
れ
着
い
て
い

ま
す
（
写
真
左
）
。
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
で
す
。

美
し
い
下
田
の
海
に
も
環
境
問
題
は
迫
っ
て

き
て
い
ま
す
。
浜
崎
小
の
子
供
た
ち
は
地
域

に
強
い
愛
着
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
思
い

を
郷
土
の
誇
り
に
し
て
い
く
た
め
に
も
迫
り

つ
つ
あ
る
問
題
か
ら
目
を
そ
ら
さ
な
い
学
び

も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
三
学
期
の
始
業
式

に
子
供
た
ち
に
投
げ
か
け
て
み
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

新
年
を
迎
え
ま
す
。
ご
家
庭
や
地
域
に
は

新
年
を
迎
え
る
仕
事
や
文
化
、
行
事
な
ど
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
是
非
子
供
た
ち
に
地

域
の
一
員
、
家
族
の
一
員
と
し
て
手
伝
わ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
郷
土
へ
の
誇
り
を
高
め
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

新
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
、
い
っ
そ
う
地
域
に
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
須
崎
区
の
皆
さ
ま
、
ど
う
ぞ
素
晴
ら

し
い
新
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

い
の
し
し
ニ
ュ
ー
ス

十
二
月
の
捕
獲
情
報

5
日
（
日
）
括
り
罠

1
頭

６
０
㌔
メ
ス

シ
カ
（
２
頭
目
の
捕
獲
）

重
郎
山
の
与
惣
左
の
畑
の
寄
せ
に
て

20
日
（
月
）
括
り
罠

1
頭

２
５
㌔
メ
ス

重
郎
山
の
与
惣
左
の
前
の
畑
寄
せ
に
て

29
日
（
水
）
括
り
罠

1
頭

２
５
㌔
メ
ス

旧
道
1
本
松
付
近
に
て

ご意見募集

市、区などへの
ご意見、ご要望
ご提言、ご質問

身近な話題

「わが家の自慢」
何でも結構です
お寄せ下さい。

須崎協議会事務所

須
崎
の
歴
史
を
訪
ね
て
・
・
・

編
集
後
記

山
三

土
屋

磯
雄

前
年
度
、
建
功
史
よ
り
抜
粋
し
連
載
を
記
し
た
。

今
よ
り
２
６
０
数
年
前
、
江
戸
時
代
中
期
、
須
崎
村
民

一
丸
と
な
り
村
の
海
を
守
っ
た
史
実
で
あ
る
。

韮
山
代
官
所
よ
り
江
戸
幕
府
に
上
訴
し
下
田
町
、
柿
崎

村
（
外
浦
と
云
う
村
は
無
い
）
と
の
磯
争
い
で
、
柿
崎

の
浜
の
手
前
か
ら
外
浦
筆
島
を
含
む
海
域
を
須
崎
の
海

と
確
定
し
た
。
漁
民
会
館
前
に
は
そ
の
記
念
碑
が
建
立

さ
れ
、
そ
の
功
績
と
史
実
を
子
孫
に
伝
え
て
い
る
。

こ
の
度
の
漂
着
物
語
の
連
載
に
は
玉
泉
寺
と
旭
洞
院

を
兼
務
さ
れ
る
村
上
文
樹
御
住
職
に
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
。
住
職
か
ら
久
七
の
墓
の
こ
と
や
帰
国
後
の
生
活
な

ど
聞
く
内
に
久
七
ば
か
り
で
な
く
、
柿
崎
山
屋
の
定
吉

須
崎
治
佐
屋
の
代
蔵
な
ど
江
戸
時
代
の
漂
流
者
が
い
た

の
を
知
り
興
味
を
覚
え
た
。

漂
流
し
た
伊
豆
の
人
々

宝
暦
２
年
（
１
７
５
２
年
）
２
６
７
年
前

江
戸
福
聚
丸
（
15
人
乗
り
）
岩
城
灘
～
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

漂
着
し
中
国
を
経
て
帰
国
の
白
浜
（
三
之
助
）
下
田
七

軒
町
（
清
次
郎
）
が
い
た
。

天
明
７
年
（
１
７
８
７
年
）
２
３
４
年
前

大
坂
船
（
14
人
乗
り
）
銚
子
沖
～
鳥
島
に
漂
着
、
寛
政

９
年
（
１
７
９
７
年
）
２
２
４
年
前
、
島
を
脱
出
、
内

２
人
は
島
で
死
亡
、
生
存
者
の
１
人
は
須
崎
西
条
屋
号

「
宇
右
」
の
「
久
七
」
で
あ
っ
た
。
代
々
宇
右
衛
門
を

襲
名
し
て
い
た
が
久
七
は
次
男
で
あ
っ
た
。

私
見
で
あ
る
が
、

第
１
に
久
七
は
子
供
の
こ
ろ
近
所
の
鍛
冶
屋
で
仕
事
の

手
順
を
見
て
育
っ
た
。
島
脱
出
に
は
船
釘
を
作
ら
な
け

れ
ば
流
木
を
集
め
て
も
伝
馬
船
は
造
れ
な
か
っ
た
。

（
藪
六
さ
ん
が
近
所
で
鍛
冶
業
を
し
て
い
た
。
）

第
２
に
久
七
達
が
鳥
島
漂
着
の
２
年
前
、
天
明
５
年
に

漂
着
し
た
長
平
24
歳
水
主
（
カ
コ
）
４
人
乗
組
み
の
内

３
人
は
死
亡
し
た
。
そ
の
後
に
久
七
達
が
漂
着
し
た
。

そ
の
後
寛
政
元
年
に
九
州
住
吉
丸
は
九
州
志
布
志
湾
よ

り
漂
流
し
５
人
乗
り
が
漂
着
し
た
。

鳥
島
漂
流
物
語
は
映
画
で
も
小
説
で
も
土
佐
の
長
平
が

主
人
公
で
あ
る
が
、
楫
取
り
久
七
42
歳
、
長
平
は
24
歳

水
主
（
水
主
長
で
も
な
い
）
船
の
組
織
は
判
ら
な
い
が
、

男
盛
り
で
船
長
の
須
崎
の
久
七
が
人
心
を
一
つ
に
ま
と

め
、
船
を
造
り
島
脱
出
に
導
い
た
の
は
久
七
が
主
人
公

で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

安
政
４
年
（
１
８
５
７
年
）
尾
州
半
田
の
永
栄
丸

（
12
人
乗
り
）
伊
豆
沖
で
遭
難
し
太
平
洋
を
11
／
13
漂

流
し
翌
年
４
／
７
英
国
船
カ
リ
ビ
ア
ン
号
に
救
助
さ
れ

た
。
乗
組
員
に
須
崎
治
佐
屋
、
治
左
衛
門
倅
楫
取
り
代

蔵
34
歳
、
柿
崎
山
屋
、
八
左
衛
門
倅
水
主
定
吉
37
歳
が

い
た
。
船
は
中
国
人
労
働
者
を
米
国
に
運
ん
で
い
た
。

ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
で
労
働
力
が
必
要
だ
っ
た
。

二
人
を
乗
せ
た
ま
ま
６
／
７
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か

ら
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
中
国
人
を
降
ろ
し
た
。
船
は
再
び

太
平
洋
を
横
断
し
香
港
に
行
き
米
国
に
行
っ
た
。

そ
の
後
二
人
は
香
港
で
下
船
し
英
国
船
で
上
海
に
行
き

11
／
14
に
長
崎
に
着
き
、
下
田
に
帰
っ
て
来
た
が
葬
儀

は
済
ん
で
い
た
。

玉
泉
寺
に
は
そ
の
時
の
戒
名
が
あ
る
そ
う
で
す
。

昭
和
26
年
頃
の
話
に
な
る
が
、
私
が
７
歳
の
祝
い
の

朝
玄
関
の
庭
に
私
の
身
丈
よ
り
大
き
な
ブ
リ
が
吊
る
し

て
あ
っ
た
。
亡
父
が
貞
三
か
ら
祝
い
に
も
ら
っ
た
と
聞

い
た
。
父
と
同
級
生
の
大
正
４
年
生
ま
れ
で
ブ
リ
釣
り

の
名
人
と
云
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

鈴
木
松
善
老
は
ブ
リ
釣
り
の
講
師
と
し
て
各
地
を
指
導

し
て
回
っ
た
そ
う
だ
。
こ
れ
も
伝
聞
で
あ
る
の
で
定
か

で
は
な
い
が
、
父
か
ら
は
終
戦
時
の
遭
難
の
事
で
は
な

か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
が
、
相
当
の
日
数
を
漂
流
し
、

新
聞
に
も
「
昭
和
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
ク
ル
ー
ソ
ー
」
と
記

事
に
な
っ
た
と
聞
い
た
。
漂
着
物
語
は
３
月
に
記
し
た

も
の
で
、
田
中
屋
の
お
ば
あ
さ
ん
に
聞
く
事
に
な
っ
て

い
た
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
残
念
で
あ
っ
た
。

終
り
に
海
を
生
活
の
場
と
し
た
須
崎
で
あ
る
。

海
の
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
、
か
つ
ぎ
や
海
老
網
で

亡
く
な
っ
た
方
、
戦
時
中
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
や
徴
用
船
で

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

〈

12

月

の

学

校

の

様

子

〉

12/１ こどもの国（縦割り活動）

12/９～10 修学旅行（静岡・山梨）６年生

12/21 理科実験教室 ３～６年生

～
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
～

《

一

月

》

3
日

山

本

清

恵

さ
ん

８
５
歳
（
高
己
屋
）


